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【概 要】

厚さが 1nm 程度の液液界面ナノ領域における様々な反応の解析と制御は、抽出分離、

界面分子認識、界面合成、および生体膜反応機構を理解し、新たな有用反応を設計する

上で極めて重要である。しかし、液液界面ナノ領域の精密計測は今なお困難な課題であ

る。我々は、これまで 「界面・微粒子の新規計測法の開発」を中心テーマとして研究を、

進めてきた。本研究では、さらに先端的な界面計測法を開発し、現在全く未開拓である

液液界面におけるキラル識別反応や、外場による界面反応の制御等について以下の研究

を行う。

１）新たな液液界面反応のナノ計測法を開発し、界面反応の分子機構を解明する。

２）液液界面吸着分子の光学活性を計測する新たな方法・装置を開発し、液液界面のキ

ラル識別機構を解明し、液液界面を反応場とするキラル認識反応を開発する。

３）液液界面における集合錯体生成機構とその分子認識能および界面酵素反応機構を解

明する。

４）界面反応の外場（特に磁場）による制御法とその計測法を開発し、外場制御による

新たな界面分析反応を開発する。

【期待される成果】

１）液液界面反応のナノ空間分解測定法を開発する。

２）液液界面キラル計測法を開発し、界面キラル識別反応を開拓する。

３）界面反応への磁場の効果を初めて解明する。

４）界面集合体生成反応や界面酵素反応などの界面特異反応を創製し、新たな界面分析

反応を開発する。本研究で開発する計測法と装置はいずれも新規なものであり、界

面科学に関連する計測化学分野、生体医療分野、界面工業分野における利用が期待

される。
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